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関西法律学校の経済学講義をめぐって
杉原四郎
まえがき
私は本誌第19巻第4～6号（1969年10月，2月，1970年2月）に，明治20年
から同21年にかけて関西法律学校でおこなわれた手塚太郎と野村診吉の経済学
講義を，関西大学図書館の所蔵する内田（当時津島）重成の筆記ノートによっ
て紹介したが，その際私は， この講義の全体を紹介したあとで解説の筆をとる
ことを約しておいた。今その責をはたしたいのであるが，其の後蔵内数太氏の
御好意によって，関西法律学校の経済学講義に関する新しい若干の資料に接す
ることができたので， この機会にそれらをもあわせて紹介しておきたいと思
う。なお本稿は，本年3月10日に関西大学経済学会の定例研究会での報告原稿
に加筆したものである。
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はじめに，行諭の便宜上，手塚・野村両人の経済学講義の篇別構成を再現し
ておきたいが，その後見ることをえた資料により， この講義がおこなわれた日
時をほぼ確認しえたので，それを並記しつつ講義全体の構成をしめすことにし
よう。新しい資料というのは，関西法律学校の第二期生蔵内静三郎（蔵内数太
氏の厳父）の作成した経済学講義の筆記ノートであって， 内田（津島）と同様
明治20年9月から翌21年春にかけて手塚・野村両人の講義をノートしたもので
あるb蔵内のノートは全体としての完備度の点では内田のそれに及ばないが，
内田のノートと比較対照することにより，種々の点で講義のヨリ精確な把握に
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近づくことができる貴重な資料であって，内田ノートには明記されていなかっ
た講義の各回の区切りやその日づけがほぼ確認できる')のも，蔵内ノートのメ
リットの一つである。
経済学講義2） （緒論・第1，生産論は手塚太郎，第2，分配論一一第5，外
国貿易論は野村診吉の担当）
第1回（明治20年9月20日）緒論(1)経済学ノ定義。(2)経済学卜法律及ビ政
治トノ関係ヲ論ズ。 (3)経済ハー般人民ノ知ラザルベカラザル学問ナル事。(4)経
1）蔵内ノートは手塚講義の7回の区切りを明記しているが，その日付けを記している
のは第5回（10月18日）と第7回（11月1日）との2回だけである。他の回の日付
けは毎週一回の講義としてこの2回の日付けから推定した｡また野村講義について
は，第1回から第7回まで毎回その日付けが明記されているが，第8・第9の二回
分は本文そのものが空白になっており （これは内田ノートには筆記されている)，
第10回（貨幣論）は明治21年1月28日とあり，第11回目の講義は本文そのものがな
く （内田ノートにあり），第12回目は「第回」と記されて日付けはなく， 第13回
目がまた本文そのものがなく （内田ノートにあり)， 第14回目が「第」と記され
て日付けが4月20日とある。そして第15回目の本文がまだなく（内田ノートにあ
り），最後の第16回目の講義の本文がある。これには第何回ともかいてないし日付け
・ もない。したがって野村講義の後半たる第8－16回については，この時期について
も週一回のペースですすめられたという前提のもとに， 内田ノートと対照しつつ私
が推定した区切りと日付けである。
2）明治19年12月12日（開講の前日）の朝日新聞に掲載された広告では，経済学は野村
診吉が週二回（月と水）担当し，手塚は法律大意をやはり週二回（月と金）講義す
ることになっていた（『関西大学70年史』PP.26-27。なお一回の講義時間は60分で
あった)。 このことと明治20年9月からはじまったこの経済学講義との関係はつま
びらかではないが,蔵内ノートによると，手塚は開講の冒頭につぎのようにのべて
いる。この部分は内田ノートには記録されておらないし， いま指摘した問題とも関
連するので，紹介しておこう。 「経済学ﾉ､英利子法講師野村氏講ゼリ。諸君モ其大
意ヲ既二了知スルナラン。蓋本法ハ法律学二密接ノ関係ヲ有ス。是レ本校二於テ経
済学ヲ講ズル所以ナリ。本法ヲ講ズル前二当り……（以下内田ノートと同様の文章
となる)｣。この文章から推測すると，野村が明治19～20年にかけて行った講義は，
初歩的な経済学入門であり，それをうけた手塚・野村のこの講義は， それよりも程
度の高い内容をねらったものとも考えられる。尚注(9)で紹介した明治21年当時の学
科目配当を参照。
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済史ノ沿革（古代まで）。
第 2回 (20,9, 27) (4)経済史ノ沿革（中世以降）。 (5)経済上有用ナル語字ノ
解釈。
第 3回 (20,10, 4) I生産論 (1)総論。 (2)土地及ビ其他ノ天然力。
第4回 (20,10, 11) (3)労働（の前半）。
第 5回 (20,10, 18) (3)労働（の後半）。 (4)資本（の後半）。
第6回 (20,10. 25) (4)資本（の後半）。(5)三原素合併ノ効果，序。 (i)採堀業。
第 7回 (20,11, 1) (i)農業， (ii)工業， (iv)商業及ビ運漕業3)。
以上手塚講義。
第 1回 c20,1, 5) n分配論 (1)序論。 (2)借地料論。
第 2回 (20,1, 12) (3)賃金論。
第 3回 (20,1, 19) (3)賃金論。
第 4回 (20,11, 26) (3)賃金論。 (4)利潤論。
第 5回 (20,12, 3) (4)利潤論。
第 6回 (20,12, 10)直交換論 (1)序説。 (2)価値・価格論。
第 7回 (20,12, 24) (2)価値・価格論。
第 8回 (21, 1 , 14) (2)価値・価格論。
第 9回 (21, 1 , 21) (2)価値・ 価格論。
第10回 (21, 1 , 28) (3)貨幣論。
第11回 (21, 2 , 3) (3)貨幣論。
第12回 (21, 2, 10) (3)貨幣論。
第13回 (21, 4 , 13) (4)信用論。
第14回 (21, 4 ; 20) (4)信用論。
3)内田ノートでは「運漕業」とあるが，蔵内は「運送業」と書いている。
4)以前注記した（本誌XIX,No. 6, p . 109)ように，内田ノートでは，外国貿易論は
「明治廿一年四月廿一日」と表紙にかかれたノートに箪記されているが， 4月21日
という日が，このノートを用意した日なのかあるいは講義が実際おこなわれた日な
のかは不明である。
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第15回 (21, 4 , 27) 4) (5)外国貿易論。
第16回 (21, 5, 4) (5)外国貿易論。
以上野村講義。
このような講義の内容構成がしめすように， 緒論 (2回） の外，’生産 (5;
回），分配 (5回），交換 (11回）という経済学の三部門の諸問題が，両者あわ
せて23回の講義によって，ほぼ洩れなく概説されている。司法省法学校でボア
ソナードやアッペールの影響をうけたと思われる手塚の講義にはフランス経済
学の影響がつよく，東大で英法を学んだ野村の講義はフォーセット夫人の『経
済学入門』 (Fawcett,M.G., Political Economy for Beginners, 1870, 5th, ed., 
1880)によっていてイギリスの色が濃いというちがいはあるものの，理論的内
容は1830年代以降数十年間西欧諸国で支配的であった自由主義経済学に依って
いるという点では共通している。すなわち，（イ）価値論は労働価値説というより
もむしろ生産費説に傾斜しており，（口）分配論は生産の三要素の協力関係を基礎
とする三位一体説であり，し、）・体制認識としては封建制や絶対主義の干渉政策を
批判する一方，社会主義思想にも対抗するという意味での自由主義擁詭論であ
る，という特色をもっている。最後の州について両者の講義を見れば，一方に
おいて，手塚は経済思想の沿策をのべたところにつけた「法律ノ過度ナル社会」
という注釈の中で，絶対主義時代の国家権力による「干渉束縛ノ弊害」を強調
している5)し，野村は外国貿易論を論ずるにあたって重商主義的干渉政策の
「迷説」を批判していた6)が，他方において手塚は，生産論の総説の最後で「然
ルニ30年以前ヨリ今日二至ル迄粗暴過激ノ論者出デ来リ，人間種々ノ不幸ハ資
本二由レリト云フ事ヲ労働者二信ゼシメ，腿々工業上二損害ヲ来セリ」として
社会主義思想を批判しており丸野村もまた分配論の利潤論のところで「資本
ハ貧欲心ヨリ生ズル者卜」する説に対して耐忍説の立場から反駁し， 「資本ガ
5)本誌XlX,No. 4昭和4年10月， pp.104-105. 
6)本誌XlX,No. 6. 昭和45年2月， pp.107-109. 
7)本誌XlX,No. 4, pp. 87-88. 
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，利足ヲ生ズルハ当然ナリ」とのべている 8)。幕末から明治20年頃までのわが国
に導入された西欧経済学の主流は，このような性格をもっていたのであり，手
塚と野村はそうした経済学の理論と思想に忠実に沿いながら，彼等の講義をお
こなったのである 0)。
I 
このような経済学の講義が関西法律学校で明治20年代の初頭におこなわれた
ことの意義を考えて見よう。法律学校である以上教科目の全体の中でしめる経
済学の量的な比重が法律関係の諸科目とくらべてずっとおとることは当然であ
る。だが経済学の授業時間がたとえ量的にはわずかであっても，経済学が法学
教育の不可欠の一環と考えられていることは，関西法律学校の設立時の広告に
「汎く内外の法律及び経済学を教授す」とされていたことからもあきらかであ
ろう。当時のわが国は近代市民社会の実定法体系を制定整備してゆく過程にあ
ったので，法律を学ぶ書生たちは既成の六法全書を素材に法解釈の技術的訓練
をうけるわけにはゆかず，先進国の諸法律を通じて近代法の論理を学ぶととも
に，そうした法を生み出す社会的基礎の具体的なメカニズムを，経済学を通じ
て理解する必要があった。市民社会の体制的特質をその基盤である経済におい
8)本誌XlX,No. 5, 昭和44年12月， pp.121-122. 
9)内田による野村の講義のノートは外国貿易論までしかなかったが，蔵内のノートも
やはりそれと同じところで終っているので，おそらく野村の講義そのものの最後が
外国貿易論だったのであろう。野村が参照したフォーセットの『経済学入門』は最
後が租税論で終っているのだが，野村がこの部分を省略したのは，財政学という講
義が経済学の他に設けられていたからではなかったかとも考えられる。関西法律学
校が明治21年10月文部省に特別認可校になるための申請をおこなったときに整備し
た学科課程によると，第1学年（週1時間）および第2学年（週2時間）に配当さ
れている理財学の他に，第3学年（週1時間）に配当されている財政学という科目
がある(『70年史』 p.46, ここには「財政部」 とあるが「財政学」の誤植であろ
う）。だがこの講義が実際にひらかれていたのか， またひらかれていたとすれば誰
が担当していたか，については今私にわかっていない。
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て全体としてつかんでいてはじめて，そこで制定され運用される個々の法律の
相互関連や社会的意義を十分に解明することができるからである。経済学は，
市民社会形成期の法曹に対し，現実認識の理論的基礎と新社会の進歩性の思想
的裏づけをあたえるという二重の役割りをもっていたのであって，この意味で
は経済学の自由主義思想の二面性のうちで，社会主義批判の側面よりも旧体制
批判の側面こそ，重要な意義をもっていたといわなくてはなるまい。
関西法律学校にさきだつこと 5年の明治14年に開校した明治法律学校もま
た「法律経済二学科ヲ教授ス」ることを設置目的としており 1), アッペール
(Georges Appert)や小池靖ーや乗竹孝太郎や有賀長文らが経済学関係の講義
を担当した2)のだが，この明治法律学校が関西法律学校と同じくフランス法の
学統をうけつぐ学校であり，その設立にあたった岸本辰雄・矢代操・富城浩蔵
が明法寮法学校でボアソナード (GustaveBoissonade de Fontarabie, 1825 
-1910)の教えをうけた人々であったことは注目される。その明法寮を岸本ら
と同期に卒業した（明治9年） 25名の中に，われわれは関西法律学校の創設者
である小倉久や井上操，やがて同校に関係する藤林忠良や加太邦憲の名前をも
見出すs)のだが，井上は大阪へ赴任するまで明治16年~19年の 3ケ年明治法律
学校で教鞭をとっていたし，関西法律学校の校主吉田一士は明治法律学校の出
身者であって4)見れば，両校の創設期における人的関係はきわめて深いものが
あったといってよい。その明治法律学校の大きな特色が，法律解釈のみに走っ
て健訟の具となることを排し，立法や行政にも眼を向けるところにあり，そう
1)明治大学法学部85年史編纂委員会「明治法律学校における法学と法学教育』， 1966,
年譜， p.19。明治21年に制定された東京法学校規則第一条にも「東京法学校ハ法律
学及ビ経済学ヲ教授スル所ナリ」＇とあった。『法政大学 80年史』 1961,p. 23. 
2)アッペール（明治14年10月就任）は経済学と財政学を，小池靖ー (15年10月）は財
政学（公債論．租税論，歳計予算論）を，乗竹孝太郎 (18年1月）は理財学（歴史
論，原理論，貨幣論，銀行篇）を，有馬長文 (22年9月）は国民経済学をそれぞれ
担当していた。前掲書 p.31, 年譜， pp.25-26。
3)前掲書， p.12. 
4)『関西大学70年史』， pp.25, 54. 
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した特質から必然に経済学が重視されることになる 5)のだが，関西法律学校に
おいても同様の傾向が見られるとすれば，それは両校の創立者たちの共通の恩
師であるボアソナードの学風に由来するところが大きかったと考えても誤りで
はないであろう。ボアソナードは元来パリ大学では経済学を担当しており，来
日後も経済学の講義をする機会があったが6), 所有権の不可侵や契約の自由を
根軸とする近代自然法とそれにもとづく市民法体系の真随を日本の青年に体得
させるためには，経済学の学習がとくに重視されるべきであるとする彼の教育
方針が，両校の経済学講義にうけつがれていったのではなかろうか。手塚太郎
による経済学の開講のことば（緒論第二項「経済学卜法律及ビ政治トノ関係ヲ
論ズ」，第三項「経済ハ一般人民ノ知ラザル可カラザル学問ナル事」7)) は，こ
うした恩師の方針を祖述しつつのべられているものであると私には思われる。
以上私は経済学の講義が関西法律学校でなされた意義についてのべたが，っ
ぎにそれが関西法律学校で開講されたことの意義を考えて見よう。明治法律学
校が創立された明治14年の東京には，東京大学（文学部）や慶応義塾で経済学
が講ぜられており，明治法律学校より 1年早く明治13年に創立された専修学校
でも田尻稲次郎と駒井重格が，明治14年開校した東京専門学校の政治経済学科
では天野為之や高田早苗が経済学関係の講義を担当していた。そして明治20年
代に入ると，これらの学校での講義が，或いは講義録として，或は単行本とし
て公刊されて経済学の普及をたすけると同時に，イギリスやフランスの自由主
義経済学とは趣を異にするドイツ系の経経学の紹介が漸次活溌になってゆく
5)松岡三郎「明治法律学校の背景．その学風と法学教育」，『明治法律学校における法
学と法学教育」所収， とくに p.143を参照。
6)ボアソナードがわが国ででおこなった経済学講義の邦訳としてつぎのものがある。
大森鐘一訳『経済学講義』，法制局，明治9年，『古代経済沿革論』， 竹林館， 明治
14年。またアッペールが明治法律学校で講じた経済学と財政学は，その箪記がつぎ
のように公刊されている。宇川盛三郎口訳『経済学講義』，『同理財学講義」明治19
年。
7)本誌XIX,No. 4, 1969, 10, pp. 80-82. 
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8)。ところが大阪ではそうした専門学校は他にはなかった。私塾や商業学校で
経済学の極く初歩的な講義がなされていたかもしれないが，経済学の普及状況
では当時の大阪は東京に数段おくれているのが実状であった。西欧文化蔚入の
中心地東京で法学のみならず経済学をも学修してきた手塚や野村が，関西法律
学校で西欧経済学の体系的な講義をおこなったことによって，この学問が浪華
の地に移植されたわけである。そういう点から見れば，彼等の講義が，単に直
接それに出席する校生によってきかれるだけではなく，東京の諸学校と同様講
義録のかたちで公刊されることによって多くの人々に読まれるようになること
が重要となるし，また関西法律学校関係者が大阪で発刊した諸種の雑誌を通じ
て，経済学の知識が普及してゆく過程もまた注目にあたいするといわなくては
なるまい。以下これらの事情をとぽしい資料でわかる範囲でいささか追求する
ことにしよう。
III 
関西法律学校は明治20年12月より講義録の発行を聞始した1)。月 2回刊で岡
島宝文館の発刊にかかる 2)が， 「発刊ノ主旨」にいう， 「... 〔創立〕当時本
校ノ意，口伝耳受独リ其効ヲ入学ノ士二停メズ，大二講学ノ範囲ヲ拡張シテ普
ク之ヲ関西地方ノ期ノ学二篤志ニシテ来学スル7能ハザル者二及ボサントスル
．二在リキ。只草創ノ際事心ノ如クナル7能ハズ。暫ク之ヲ他日二期ヽンタリ。今
S)杉原「自由主義と歴史学派」，長・住谷共編『近代日本経済思想史」 I, 有斐閣，
1969, pp. 146-151. を参照。
1)『関西大学70年史」 pp.34-35。体裁は46版， 30字詰12行組で毎号150ページ前後，
一部定価20銭だったという。
2)岡島新聞舗の創業65年記念出版物，『大阪の新聞』（昭和11年）によると， 明治22年
8 
9月に岡島が取扱っていた雑誌のうち， 20部以上取扱のもののリストの中に， 『筆
授生」 (35部）というのがある (p.217)。これはあるいは「関西法律学校筆授生講
義録』の略記だったかもしれない。もしそうだとすると，講義録は， 22年9月には
まだ刊行されていたことになる。
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ヤ校務漸ク緒二就市正二前志ヲ為スノ時期二達セリ。……即チ荻二本月ヲ始メ
トシ毎月二次講義録ヲ発刊セントス・・・・・・」と。この講義録が何時ごろまでつづ
いたかはつまびらでないが，蔵内数太氏の所蔵にかかる講義録によると，明治
22年3月29日に第21号が出ていたことはたしかである。その間明治21年9月か
ら筆授生（通信教育をうける校外生）の制度ができ，名称も『関西法律学校筆
授生講義録』となって，毎月四回発行されることにかわったようであるa)。と
ころでその「筆授生規則摘要」によると「毎月四次当校教師十名ノ講義ヲ載セ
タル講義録（一回紙数七十六丁）ヲ頒テリ。而シテ筆授生ハ僅々壱年ヲ期シテ
刑法，治罪法，民法，商法，訴訟法，行政法，憲法，理財，財政等諸学科ノ全
部ヲ教へ……」とある以上，この講義録の中には理財学つまり経済学や財政学
のそれもふくまれていたと思われる。事実蔵内氏所蔵の講義録は大部分法律関
係であるが，その中に野村診吉による理財学講義の第一回の冒頭部分が 8ペー
ジだけ残存しているのであって，その講義の掲載時期や全貌がうかがえないの
は残念であるが，さきに紹介した内田重成による野村の講義ノートは分配論以
下であり，緒論的部分は野村でなく手塚の講義であっただけに，この講義録の
断片は貴重な資料というべきであろう。そこでこの断片の全文を以下に掲載し
ておくことにしよう。この場合も内田のノートの場合と同様に，片仮名に適宜
濁点をつけるとともに，句読点をほどこした。なお蔵内氏所蔵の講義録は，毎
号にすこしずつ連載されている各種目の講義をテーマ別にまとめて製本してあ
り，それらはたとえば堀田正忠および手塚太郎による「仏国民法賃貸法講義」
や小倉久，渋川忠二郎，藤林忠良らによる「売買・貸借・時効法〔講義〕」や
3)『関西大学70年史」 pp.38-39。『70年史』はこの「筆授生」制度は校主吉田一士が
「最も苦労して育てたところのもの」だが，「残念ながら， 明治21年に制定され，
10月1日に第 1号が発刊されてから 1年にも満たぬ翌5月に吉田校主の辞任とな
り，中止の止むなきに至った」とし，巻末の年表でも明治22年5月に「筆授生制度
を廃し講義録を廃刊す」 とのべている。 (p.'79)。 だが後掲の「経政法理』創刊号
（明治23年1月30日）の末尾の広告には関西法律学校の『講義録ハ毎月 4回．目下
第12号発兌ス」とある。今後の調査にまつべきであろう。
， 
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井上操による「日本訴訟法講義」など，すべて法律関係のかのである。ただそ
れぞれのテーマに分類しながら不揃いのためかきちんと製本されていないもの
がいくつかあり，その中に野村の理財学講義もまじっている。そういうわけで
講義録の各号の原型をそのままのかたちで見ることばできないが，たまたま第
14号（明治21年11月9日）の表紙と，第21号（明治22年 3月29日）の表紙とだ
けがのこっている。前者は『関西大学七十年史」 p.34にその写真版がのって
いるが，その裏に「本紙掲載科目ナラビニ据＇幽教師左ノ如シ（次第イロハ順）」
として小倉から渋川まで 7名の名前があり，それぞれの担当科目がかかれてい
るが，それらはすべて法律の科目である。また後者つまり第21号の表紙の体裁
は前者とかなりちがっていて， 題名も「筆授生講義録」となっている（『関西
大学70年史』 p.38の写真版参照）。そしてその裏に「筆授生規則摘要」が印刷
されている。この摘要によれば講義録の内容は法律のみならず経済学もふくむ
のだから，野村の講義断片は，おそらく「筆授生講義録」になってから後，っ
まり明治21年秋以降の号に掲載されはじめたのではなかろうか。
理財学講義
講師 野村珍吉講述
校生 河村恒二郎4)筆記
（第 1回） 〇汎論
理財学トハ何ゾヤ。富ヲ論ズ）レノ学ナリ。恙シ富ヲ産出シ富ヲ分配ヽン富ヲ交換
スルニ必要ナル理論ヲ研窮スルハ，実二此学ノ主眼トスル所ニシテ，其単一ノ
目的タルベキモノハ，更二富ヲ措テ他二求ムベキナシ。故二理財学ノ意義如何
ヲ決センニハ，勢ヒ必ズ先ヅ「富トハ是レ何物ゾ」卜謂ヘルノ問題ヨリシテ論
定セザルベカラザルベシ。旺富ノ如何ナルモノナルヤハ， 世人已二之ヲ知レ
リ。媒二敢テ吾人ガ喋々ノ癬明ヲ要センヤ。而モ吾人ガ猶ホ自ラ求メテ之レガ
4)河村恒二郎は関西法律学校を明治23年7月に出た第2回卒業生15名の中の 1である
河村垣次郎（『関西大学70年史」 p.81) と同一人物ではなかろうか。
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解明ノ労苦ヲ甘受セント欲スル所以ノモノハ，他ナシ，世人モ亦時二理財学上
ノ所謂富ナル文字二付キ，誤妄ノ思想ヲ抱有シタル7アリシノミナラズ，今尚
ホ妄想ノ中二仔立シテ去就ヲ決スルノ勇気二乏シキモノ実際二徴シテ甚ダ多々
ナルヲ信ズレバナリ。敢テ乞フ吾人ヲシテ富ノ解釈ヲ与ヘシメヨ。
富トハ何ゾヤ。吾人ノ慾望ヲ充足シ得ベキ物件ノ汎称ニシテ，之ヲ約スルニ
価値アルモノ是ナリ。而シテ価値ノ如何ナルモノナリヤハ後段更二之ヲ詳悉ス
ベキノ期アルガ故二，此二其深遼ナル理論ヲ講述スルノ要ナキナリ。今強テ之
レガ簡明ナル理解ヲ求メン乎，只ダ之ヲ物ノ交換カナリト概言シ去ランノミ。
他物卜交換シ得ベキカアル所ノモノ，再言スレバ彼ノ価値ナルモノヲ有シタ
ル所ノ物件ハ，尽ク之ヲ富ナリト論定セン乎。其物件ヤ極メテ必要ナリト雖
モ，其物件ヤ極メテ有益ナリト雖モ，将夕其物件ヤ極メテ貴重ナリト雖モ，荀
クモ夫・ノ交換カナルモノヲ有セザランニハ，敢テ之ヲ把テ以テ，所謂富ナルモ
ノノ棠類中二蒐集スル7能ハザ）レナリ。見ヨ夫ノ日光二於ケルガ如キ，空気二
於ケルガ如キ，又夫ノ河江ノ水二於ケルガ如キ，吾人ノ生活上二向ツテハ実二
一瞬時間モ欠クベカラザルノ至大要物ナリト雖モ，而モ理財学上二在テハ決シ
テ之ヲ以テ富ノー類ナリトハ論断シ能ハザルナリ。何トナレバ，則チ此種ノモ
ノハ其数量限リナク，其供給余リアリテ，何人卜雖モ自由自在二之ヲ領有シ~
ベキノ利便アルト共二，反面二向ッテハ彼ノ交換カナルモノヲ有セザルモノナ
レバナリ。是二由テ之ヲ観レバ，人間ノ生存二必要ナルモノ未ダ必ズ、ンモ富二
非ズ。有益貴重ナルモノモ亦必ズシモ富ニハ非ザルベシ。若シ夫レー介物件ニ
シテ夫ノ交換カナルモノヲ有セン乎，敢テ必要ナラズ敢テ有益ナラズ敢テ貴重
ナラザル所ノモノト雖モ理財学上必然之ヲ富ナリト論定スルニ難カラザルナ
リ。而シテ彼ノ市府ノ飲料水二於ケルガ如キハ，資本卜労カトヲ加ヘタル有価
すJヅ
ノ水ナルガ為メニ，夫ノ河江ノ水トハ自カラ其性質ヲ異ニシ，亦交換カヲ有シ
タル物件即チ富ノ品類中二排置セラルル7ヲ得ベシ。
富ノ如何ナルモノナリヤハ略ボ前段二於テ之ヲ講了シ去リタルヲ信ズ。乞フ
左二富二関シテ必要ナル論項ーニヲ挙ゲン。
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（第 1)富卜金銀トハ決シテ之ヲ混同スベカラザルナリ。世人動モスレバ富
ヲ以テ金銀ノ別称ナリト忘信シ，金銀二非ザレバ富二非ズト思惟スルモノア
リ。謬レルノ甚ダシキモノト謂フベシ。夫レ富ハ彼ノ交換カナルモノヲ有シテ
吾人ガ欲望ヲ充足シ得ベキ物件ノ汎称ナリ。何為ゾ其レー塊ノ金銀ニノミ限ラ
ンヤ。凡ソ此等ノ理論タル，理財学科ノ進歩シタル今日ニアリテハ殆ンド無要
ノ弄塀タルニ過ギザルノ嫌アルガ故二，吾人ハ敢テ深ク之レガ塀明ヲ費スヲ好
マズ。只ダ左二 1対ノ例証ヲ設ケテ，以テ此等ノ迷妄ヲ撹破センノミ。日ク，
甲者ハ広衰数千里ノ沃野ヲ有セリ o甲者ノ倉凜ハ米粟ヲ以テ充タサレタリ。
而モ甲者ノ匝底ニハ曽テ 1頸ノ金銀貨ナカリシ。
吾人ハ乙者ノ襄中二於テ殆ンドー千円ノ金貨アルヲ知レリ。而モ乙者ハ 1
頃ノ田野ヲ有セズ。又夕 1 棟ノ家宅プ有セ•ズ。借地傲涅｝以テ 1 日ヲ送レ
リ。
試ミニ見ヨ，以上ノ設例二於ケル甲乙 2人ハ果シテ何レノ者ヲ以テ最モ富裕ナ
リト為スベキ乎。若シ夫レ金銀二非ザレバ富二非ズト論断シ去ランニハ，勢ヒ
乙者其人二向ッテ富裕ノ名称ヲ附与セザルベカラザルベシ。果シテ然ラバ，則
チ甲者ハ貧人ナル乎。甲者モ亦富人ニハ非ラズヤ。寧口甲者ハ乙者二比シテ更
二高上ナル富人卜謂ハザルベカラズ。見ヨ富ハ金銀ノ多少二由リテ秤量シ得ラ
ルベキモノニ非ザルヲ。既二金銀ノ多少二由リテ秤量シ得ラルベキモノトセ
バ，則チ所謂富ナル文字中二包含スル所ノモノモ亦単二金銀ノミニ止マラザル
所以ノ理得ヲ知ルベキノミ。更ニー跛ヲ進メテ之ヲ論ゼンニ，金銀ハ決シテ富
ニハ非ザルナリ。何トナレバ則チ凡ソ富タランモノハ常二人ノ欲望ヲ充足シ得
ベキノ性質ヲ具有セザルベカラズ。今試ミニ金銀ヲ把シ而シテ能ク之ヲ凝視セ
ョ。食テ以テ飢ヲ過ム）レニ足Jレ乎。衣テ以テ寒ヲ防グニ足ル乎。将夕慨テ以テ
暖ヲ取ル乎。之ヲ聞ク天明ノ際凶荒全国二及プ。行人時二金ヲ懐コロニシテ飢
●泣クモノアリシト。是ヲ以テ之ヲ観レバ，金銀ナルモノハ決シテ直接二人ノ
欲望ヲ充足シ得ベキ者二非ズ。人ノ欲望ヲ充足シ得ベカラザル者ハ富ニハ非ザ
ルナリ。然ルニ世人ガ熱心二金銀ヲノミ得有セン7ヲ動ムル所以ノモノハ何ゾ
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ヤ。他ナシ之ヲ以テ米粟ト交換センガ為メナリ。布帛卜交換センガ為メナリ。
薪炭卜交換センガ為メナリ。之ヲ要スルニ金銀ハ其実富二非ズ。只ダ富卜交換
シ得ベキー種ノ媒介物タルノミ。
以上ノ講説二由リテ金銀ノ富二非ザル所以ノ理ハ巳二明断ナルヲ信ズ。乞う
更二又1条ノ参考的事実ヲ示サン。
（第2)176,70年ノ頃二方テ，英国二於テハ外国貿易ノ政客一二自国ノ物
品ヲ海外二輸出シテ之ヲ金銀二交換セン－1ヲ勗メ，海外ヨリ舶齋セル物品二対
シテハ過当ノ重税ヲ課シテ，以テ之レガ輸入ヲ防遇シタリ。其意蓋シ自国ノ貨
幣ヲ海外二流出セザラシメンガ為メナルニ外ナラスシテ，即チ亦金銀是富卜謂
ヘル謬説妄信ノ結果ナリトス（英語此政略ヲ称シテまるかんたいるしすてむ卜
謂ヘリ）。 而シテ当時ノ政事家ハ此方針二向シテ政策ヲ定メタリ。是独り英国
ノミニ止マラズ。欧州列国モ亦然リ。之ヲ聞ク米国発見ノ者ナル彼ノ「くりす
とふわ一るころんぶす」ガ遠ク秒花ダル大洋ヲ超ヘテ天涯ノ航遊ヲ企テタルノ
志象モ亦彼ノ
西方二国アリ黄金白銀以テ輪奥ナル住屋ヲ築造セリ，
卜謂へルノ妄想ニ其起因ヲ発シタルモノナリ卜。以テ同氏ノ脳底ニモ亦此謬説
ノ畜在シタルヲ知ルー足ルベク，又以テ当時時論ノ此ニー定シタリシヲ証スル
ニ足ルベシ。後1776年二至りテ有名ナル理財学家「あだむすみす」氏ナルモノ
出テ，初メテ富ノ金銀二限ラザル所以ノ理ヲ辮明シ，カヲ極メテ之ヲ主張シタ
リ。是ヨリシテ後学説漸ク此点ニー決シ，遂二今日ニ在テハ確然トシテ復タ動
力スベカラザルニ至しり。而モ猶ホ実際上ヨリ之ヲ観察スルニ，往々此論理二
背馳シタルノ政略ヲ執ルモノナキニ非ザルハ，実二吾人ノ痛嘆シテ措カザル所
ナリ。現二吾国ノ如キモ，明治12,13年ノ頃二方リテハ，時二輸入超過金貨濫
出等ノ論説ヲ耳ニシタルー1アリ。而モ個ハ他ニー強理由ノ存スルアリテ
野村の講義がこれ以上たどれなかったのは残念だが，原理的な説明の随処に
日本の実状に言及する野村の講義ぶりが， この断片からもうかがえて興味ふか
い。
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IV 
関西法律学校が経済学を関西とくに大阪に普及させるという機能をはたした．
ということを重視する点から注目されるのは，この学校の関係者を中心とする
経済雑誌が明治21年に発刊されたという事実である。 『経済叢話』という月二
回刊の雑誌がそれであるが，残念ながら私はその実物を未だ見る機会がない。
『関西法律学校筆授生講義録』の明治21年11月1日発行の号にこの雑誌の広告
がのっているが，それが今のところ『経済叢話』に関して私の有する唯一の情
報である。それによると， 「本誌ハ農工商必用ノ経済学ヲ主トシテ記載ス」る
もので， 発行所は大阪北区天満橋の蜂蟻堂， 一冊定価7銭， 内容は論説， 講
義，問答，演説討論，雑録，雑報の諸部門より成り， 寄稿者として， 「堀田正
忠，小倉久，鶴見守義，井上操，藤林忠良，手塚太郎，水上長二郎，志方鍛，
野村診吉，山田善之助，藤田重守，松田正久，吉田一士，其他銀行会社大阪商
業叢話会員諸君」の名が列挙されているが， 山田（法学士），藤田（法律学
士）の 2名以外はすべて創草期の関西法律学校の教師であった。そして『経済
叢話』の第19号が明治21年11月 1日に発行されているのだから，月二回の発行
としてそれから逆算すると，この雑誌は明治21年2月に創刊されたことにな
る。上述の広告からわかることは•これだけだが，関西法律学校の関係者が，法
律雑誌ではなく経済雑誌を刊行したのは， 法律雑誌としては講義録があるの
で，それとは別に法律雑誌を出す必要はないけれども，それには附随的にしか
のらない経済関係の記事を，商業都市大阪の人々にこの雑誌で伝達しようと考
えたからであろうか。ともあれ大阪に本格的な経済雑誌が生れるのは明治26年
なのだ1)から，明治21年に関西法律学校が発足してわずかに一年有余にしてこ
うした雑誌が生れたことは，学校関係者の経済学に対する熱意がなみなみでな
1)明治26年に浜田健次郎の『大阪経済雑誌」と永江為政の『商業資料』（後の「大阪
経済雑誌』）とがほぼ同時に創刊される。杉原『明治20年代の経済雑誌』， 甲南大学
『経済学論集」第11巻第1号， 1970年9月， p.42を参照。
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かったことをしめすものといってよいだろう。
I I 3 
『経済叢話』が何時までつづいたかは不詳であるが，おそらく明治22年中に
終刊となったと思われる。というのは明治23年に入ると早々に関西法律学校の
関係者によって二種の雑誌が相ついで創刊されるし，しかもこれらの雑誌に『
経済叢話』の広告その他『叢話』に関する記事がもはや全然見られないからで
ある。二種の雑誌とは『経政法理』と『文明之法』とであって，ともに明治23
年1月の創刊である。前者の創刊号と後者の第1-5号が関西大学図書館に所
蔵されている。 『経済法理』は，堀田正忠を会主とする学而会の機関誌で，発
行人矢野良重，編輯人大野昌太郎，月刊で46版， 62ページ。一部定価6銭（た
だし会員の会費は月 5銭）。学而会の規定第2条に日＜，「本会ハ政治法律経済
ノ諸学科ヲ講習スルノ目的ヲ以テ雑誌ヲ発行ス」，また第8条は日＜，「会誌ハ
論説，講義，問答，詞林，批評，雑録，醜訳ノ数門二分ツ。又法律二関スル小
説其他外報等ヲ掲グル事アルベシ」。 そして「特別寄書家」として鶴見守義，
藤林忠良，水上長次郎の三名があげられ， 「本誌発行毎二必ズ執筆ノ承諾アリ
タル諸君如左」として，井上操，柿崎欽吾，遠藤忠次，境野熊造，山口荘吉，
前川槙蔵，矢野茂，河野通章，渋川忠次郎の名が列挙されている。この12名は，
境野（『大阪公論J主筆），山口（法学士）， 前川， 河野（帝国大学卒業）の 4
人をのぞけばすべて関西法律学校の教師であり，創刊号の雑録や広告に同校の
紹介や筆授生講義録のことがくわしくのべられていることとあわせてみると，
この雑誌と同校の関係の深いことがわかろう。創刊号には柿崎が「学而会雑誌
発行ノ趣旨」を書いているが，彼はそこで政治学や法律学を研究する者にとっ
て経済学がいかに重要であるかを例をあげて力説一~ 日<' 「法律学
ノ根底ハ所有櫂ニアリ。泰西諸邦，現今ノ相続法ノ如キ，経済学上ノー大問題
タリ。•…••長子相続ハ財産ヲ一手二凝固セシムルノ憚レアリ。均分相続ハ財産
ヲ分離散逸セシムルノ憚レアリ。経済上如何ニセバ措置其宜キヲ得ベキカ，是
等ノ問題ハ，今日経済家，法理家ノ喋々論説スル所タリ」 (p.2)―し， 最
後に学而会が『経政法理』を発行した「其近接ノ目的ハ政治法律経済ノ三科学
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ニ関スル学説ヲ騰載シテ以テ広ク之ヲ会員二頒ツニアリ，……其遠大ノ目的ハ
会員卜共二斯学ノ知識ヲ練磨シテ，以テ社会運動ノ灯燈卜為スニアリ」 (p.3)
とのべている。論説はこの文章をふくめて 8篇あるが，そのうち山口荘吉「一
国経済発達ノ順序」，前川槙造「鉄道官私設ノ利害ヲ論ズ」，河野通章「経済上
ヨリ高利及ビ利息制限法ヲ論ズ」は経済関係の論説である。とくに注目される
のは山口のそれであって， 「左ノー篇ハ独逸ノ経済学者ウィルヘルムロッシェ
ル博士ノ著セル農業経済論中ノ一部ヲ意訳シ余ノ卑見ヲ併セ述タル者ナリ」と
あるように， ドイツ歴史学派の経済発展段階説の紹介である。ロッシャーの『
農業経済論』の邦訳はすでに明治19年に出ている 2)が，それまでイギリスやフ
ランス系の経済学が専ら導入されていたわが国でドイツ系の経済学が漸次重視
されてくる時代の趨勢を， この山口論文はあらわしているといってよいだろ
?? ?
『文明之法』は編集兼発行人小原正之亮， 発行所文明社， 月三回刊， 46倍
判， 16ページ，定価2銭 5厘。関西法律学校の第 1回卒業生である田中貞三
郎，永井岩太， 野崎勇二郎， 平井繁男らが相寄って発行したもので，「本紙特
別寄書家」として18名の名があがっている8)が， 『経済叢話』や『経政法理』
の場合のように，堀田，手塚，柿崎，藤林，鶴見など大部分が関西法律学校の
教師であった。雑報や広告の欄に同校の記事が多いのも『経政法理』と同様で
2)ロッシャー ， 関澄蔵• 平塚定二郎・長尾俊次郎共訳『農業経済論』， 明治19-22
年。全 5冊。独逸学協会。
3)この18名の中に「中江篤介君」という名の見えることが注目される。中江兆民は明
治20年末になるから大阪にうつり，明治21年大阪で『東雲新聞』を創刊，その頃の
大阪の言論界をリードしていた。もっとも「文明之法」の No.1-5には中江の寄
稿は見られない。．ただ No.4に大井憲太郎らが大阪で出した「経国」の創刊号—
それに中江が財政論を書いている一―-の広告がのっている。 また18名のなかには
「仏国日本法律学士光明寺三郎」の名も見えるが，光明寺は明治18年以来明治法律
学校の講師であった。『文明之法」には明治法律学校の月刊学術雑誌『法政誌叢』
の広告や紹介がのっているが，これは東京と大阪のこれらの二つの法律学校の近親・
関係をしめすものであろう。
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ある。創刊号の冒頭にかかげられた永井岩太の「発行の趣旨」はいう， 「要す
るに我等は英に偏せず仏に党せず独に傾かず，独立独行……専門家の為め一般
人の為め法律行政経済の学科に関する正確なる媒介者となり……」云々 (p.2) 
と。もっとも第 1号より第5号までの内容を検すると，論説，講義，問答，醜
訳， 寄書， 批評などのどの部門に関しても， 『文明之法』という題名のしめ
すように，法律行政経済の三学科のうち法律に関するものが主要部分をしめて
おり，経済学関係の文章としては，藤林忠良「経済学の一斑」（第 2号， 第3
号，未完）だけである。これは「仏国大学教師アントアーヌ，ロンドレー氏が
曽て同国バンセンヌ府養育院に於て為したる著名なる演述•…•• （の）大意を訳
述し，以て経済の社会に欠く可からざるの理を示し，併て経済学を修めんと欲
する者の楷梯と為さん」 (No.2, p. 6) という主旨で書かれたものであるが，
井上操と同期の司法省法学校出身者としてボアソナードの教えをうけた藤林が
フランス系の経済学を紹介しているのは自然である4)。 『経済叢話』→『経政法
理』→『文明之法』と漸次経済学の比重が低下して来ているけれども， 『文明之
法」においてもまだたて前としては法律行政経済の三学科の研究がうたわれて
いるところに，われわれは「博ク内外ノ法律及ビ経済学ヲ講授ス」という関西
4)「経済学の一斑」 (2)の末尾の三行を引用しておこう。「以上に述べたる所を約言せ
ん。富の起源は労力なり。其効果は所有物の構成なり。其目的は貯蓄に在るなり。．．．．． 
是れより富は種々の方法に因り産出するものなることを演述すべし」 (No.3, p. 9)。
なお No.5には小倉久訳述『撰挙の事に関して一人の政事家と一人の農夫との問
答」がのっている。編者冒頭に日<' 「左の一篇は頃日本誌特別寄書家法律学士小
倉久君の仏国有名なる経済学者フレデリックバスチアー氏の著書中より抄出してロ
訳せられ，社員某の筆記せしものなるが，今日代議士撰挙の前に当り大いに則切な
る所あるを以て掲載して，以て読者諸君の一覧に供す」と (p.8)。小倉が訳出した
この問答の中で，政事家から将軍に投票することをすすめられた農夫が，これに対
して「元来私は農夫なるを以て平穏にして労力を採る階級に属する者なり。依て私
は又た平穏にして労力を採る人物を以て私等の代表者と為すの考にして，彼れ将軍
の如き其職業及び慣習は常に他を圧する方向にして戦略を好む人物を忌むものな
り」 (pp.9-10)とこたえている（未完）。関西法律学校関係者の自由主義的思想
傾向をしめす一例証となろう。
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法律学校創立時の基本方針が反映していることを看取することができる 5)。
むすび
明治21年以降， 20年代の関西法律学校でどのような経済学の講義がおこなわ
れたかを追跡する資料はほとんどない。手塚太郎は明治25年大津地裁に転任し
たのを機に講師を辞任していることは明らかだけれども，野村診吉の辞任の時
期は『関西大学70年史』に記載されていない1)。『70年史』によると浜田健次郎
が明治27年 2月に講師に就任している 2)が，東大文学部政治学理財学科出身で
フェノロサや田尻稲次郎やラートゲンの教えをうけたこの浜田をむかえて，関
西法律学校ははじめて経済学専攻者による講義をひらくことができたわけであ
る。その前年の明治26年末についに待望の司法省指定認可を獲得した同校は，
「関西法律学校規則」を制定して体制をととのえるのだが， その規則第一条で
は「本校ハ法律学ヲ専修セシム」と定められ，理財学は「本校ノ教授科目」の
なかで，「別科」の末尾におかれている（第六条）3) 『70年史』は浜田の担当科
目をしめしていないが，おそらくこの別科の理財学を担当したものと思われ
る。当時大阪商業会議所の書記長をしていた浜田は， 『大阪経済雑誌』や『大
阪商業会議所月報』に健筆をふるっており，明治27年には伊勢本一郎との共著
5)『経政法理』や「文明之法』が何時まで存続したかは不詳である。 其後に出た関西
法律学校関係の雑誌としては．明治27年2月に講師となった法学士松村敏夫が主幹
で明治30年3月に創刊した『関西法学雑誌」 （月刊）がある (1号から 3号まで関
西大学図書館に所蔵）が，これはもはや題名通りの法学雑誌である。
1)『70年史」は野村が「明治26年3月代言人となった」とのべている (p.60)。あるい
はその頃に講師を辞任したのであろうか。
2)『70年史」 p.94。浜田健次郎の経歴や業績については，前掲杉原「明治20年代の経
済雑誌」 p.43を参照。
3)別科は，行政法， 日本憲法，国際法，羅馬法，哲学， 理財学の6科である。『70年
史」資料篇pp.4-5。明治21年8月に決定された教科でも理財学は別科の一つで
あったが，その時は行政学．理財学， 憲法， 擬律擬判の4科が別科であった(『70
年史」 p.37。擬律擬判は明治26年の新教科で三年科配当の正科目となった）。
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で『経済学史』を公刊している。ともあれ彼の講義は手塚や野村のそれとはか
なり趣きをことにしたものであったろう。明治30年以降になると，明治30年に
創立された京都大学法科大学のスタッフが関西法律学校に出講するようにな
り，経済学関係でも田島錦治が明治32年10月に，財部静治が同37年10月に講師
に就任している 4)。そして翌38年には関西法律学校は私立関西大学と改称する
•ことになるのである。
麻生誠はわが国の揺藍期高等教育機関を 8つの型に分類し，明治法律学校な
ど一群の私立法律学校を「適応技術型私学」となづけ，それらが自由民権運動
の下降と反比例に上昇することに注目しつつ，つぎのようにのべている。 「適
応技術型私学は，農民層の分解によって生まれてきたプルジョア的農民のう
ち，小プルジョア的農民を階級的母胎とし，その子弟に『秩序の学』としての
法学を与え，自由民権運動から切り離し，新しい型の指導者の形成に一役かっ
たのである」 5)。適確な指摘であるが，こうしたタイプの学校の中でも，フラ
ンス法系の私学の学風の中には，そして明治20年代のはじめまでの時期には，
なお自由民権運動とその理念を共有する側面が見られたのであって，そのこと
の一つのあらわれとして，法学校における経済学の重視をあげることができた
のだった。したがってわが関西法律学校の場合でも，明治20年代後半以後に経
済学の諸学科の整備が進められたといっても，その意味はまた別に考えられな
くてはなるまい。
4)『関西大学70年史」年表pp.79,81。なお関西大学図書館には関西法律学校文庫ー一O
← これは明治28年10月に創設された(「70年史」年表p.78) -—ーの蔵書と確認される
若干の書物が所蔵されているが，その中に田島錦治「最近財政学」上巻もある。
5) 麻生誠「大学と人材養成—一ー近代化にはたす役割―•ー」，中公新書， 1970, p.113 
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